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研究成果の概要（和文）：医療内視鏡の研究では，アイコナール方程式を点光源照明，透視投影で近似して形状
復元する方法を開発し，平坦型ポリープの検出ほか，GANを用いてポリープ画像を生成する研究を行った．血管
が内壁に沿って傾斜しているポリープの大きさ推定のほか．相対的奥行き分布と共にポリープを4種類の大きさ
に分類する手法を開発した．
CT画像からのリンパ節の検出ではResNetの修正U-Netモデルでボリュームを生成、3D-CNNを用いて偽陽性を削減
する方法を提案した．また、腎臓細胞の糸球体を精度よくセグメンテーションする手法として，MLP-UNetととも
に，MLP-Mixerのエンコーダを取り入れたモデルを研究した．

研究成果の概要（英文）：In research on medical endoscopy, we developed a method to recover the shape
 by approximating the Eikonal equation with point light source illumination and perspective 
projection. Using that, we conducted research on detecting LST type polyp and increased and 
generated polyp images using GAN. When blood vessels are located along the inner wall, size of polyp
 was estimated with improvement.  We also developed a method to classify polyps into four sizes with
 a relative depth map.
 In the lymph nodes research from CT images, we proposed a method to generate volumes using a 
modified U-Net model using ResNet and reduced false positives using 3D-CNN.
 In addition, MLP-UNet was developed for the segmentation of glomeruli usign MLP UNet by including 
encoder of ML-MIxer.

研究分野：コンピュータビジョン

キーワード： コンピュータビジョン　医用画像認識　ポリープ形状　血管構造　CT画像　リンパ節　細胞画像　ディ
ープラーニング

  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
内視鏡画像では血管情報を利用した手法として今後さらに形状復元に用いる血管の部位特定、ポリープの形状と
絶対的な大きさ推定の精度を高める研究のほか、平坦型ポリープ検出の研究を行った。またポリープ分類につい
て様々な工学的観点から分類精度を向上する研究を行った．CT画像についてもリンパ節の正確なセグメンテーシ
ョンを可能とし，転移の有無分類についても精度を向上させる手法を開発した．また高精度に腎臓細胞の糸球体
のセグメンテーションを行う方法を開発した．
　これらの研究成果は実際の医療現場において，非常に重要な位置づけの研究であるとともに，医療診断支援に
役立つ基礎研究の成果として貢献をすることが出来ている．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
医療現場では胃がんや大腸がんの診断をはじめポリープの発見、切除など、内視鏡専門医の
経験に基づいて、内視鏡画像から病変の大きさや位 置を形状とともに判断しながら診断を
行っている。本研究では、内視鏡画像・細胞画像・CT画像から精度よくポリープ・細胞・
リンパ節の検出 ・分類を行う手法について研究を行う。内視鏡では血管情報を利用した手
法として今後さらに形状復元に用いる血管の部位特定、それをもとに ３次元形状と絶対的
な大きさ推定の精度を高める研究のほか、平坦型ポリープの検出・分類問題について研究を
行う。細胞画像，CT画像についてもこれまで培ってきた研究を応用して検出・分類精度の
改善に向けて研究を行う。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では研究代表者がこれまで内視鏡画像を対象に培ってきた検出・分類・形状復元の要
素技術をもとに、内視鏡画像・細胞画像・CT画像から精度よくポリープ・細胞・リンパ節
の検出・分類を行う手法について研究を行う。内視鏡ではその移動の情報からポリープの大
きさを求めるために、血管を検出して、ポリープの形状を復元する手がかりとして用いる方
法を中心に取り組んできた。今後さらに形状復元に用いる血管の 部位特定、それをもとに
３次元形状と絶対的な大きさ推定の精度を高める研究のほか、平坦型ポリープの検出・分類
問題についてもこれまで開 発してきた AI での画像診断研究成果を現場に導入して医師の
修正を学習することで良性・悪性の分類精度向上を図る。細胞画像、CT画像につい ても培
ってきた研究を応用して検出・分類精度の改善に向けて研究を行う。CT画像からのリンパ
節の検出・分類問題においても医師の診断支援の自動化を目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 医療内視鏡の研究では，これまで奥行方向に微小移動した２枚の画像から血管の特徴点
をもとに内視鏡の移動量，さらには反射係数を推定することで，ポリー プの絶対的な大き
さと３次元形状を復元する手法を開発してきたが，血管の分岐構造を抽出する研究を行っ
た．また，回転や並進により２枚の画像に写る血管の 特徴点が非線形に対応することを考
慮して，グラフマッチングによって血管構造を抽出する研究を行った． 
(2) 形状復元に関しては反射係数が与えられたもとで点光源透視投影の明るさの式をアイ
コナール方程式の近似式に帰着させて形状を復元するアルゴリズムを開発した．平坦型ポ
リープの検出を対象に，内視鏡画像とその形状情報を入力として U-Net の構造を用いて平
坦型ポリープの部分を検出する研究を行った． 
(3) 内視鏡画像の血管は必ずしも水平面に存在しないことを前提としない仮定のもとで，一
旦血管部分も含めてランバート化した 1 枚の画像から全体の 3 次元形状を復元したのち，
血管部位の 3 次元的な傾きを水平面に垂直になるように幾何学的な補正を行うことで，ポ
リープの大きさ推定精度を高める方法を検討した． 
(4) 上とは別途，血管の検出自体の精度を改善するために、Pyramid Vision Transformerに
より血管検出精度を改善するとともに、血管のどの部分を用 いるかという問題に対して、
血管の幅を自動抽出し、最も幅の大きい幹になる部分を用いてポリープの直径の大きさ推
定をする方法を研究した。 
(5) 白色光源画像と NBI 画像への画像変換を行うために GAN による画像生成を導入，
MUNITによる NBI画像の生成を可能にするための研究とそれを用いたポリープ検出精度
の向上を目指す方法を検討した． 
(6) Pix2Pixを用いて内壁の奥行き分布とともに自然な形のポリープ画像を生成することで
データセットを増やすための方法を研究した。併せて学習用データセットの増加とともに
検出性能の向上を目指した． 
(7) ポリープ の相対的デプスマップとともに XGBoost分類器を用いて，1対 4のバイナリ
分類器でポリープの大きさを４種類のクラスに自動分類する手法を研究し，検討した。 
(8) ポリープの形状復元手法として内視鏡フード画像の幾何学的な情報を既知とした条件
のもとで反射係数Cを推定し，中のポリープ画像の 3次元形状を復元する手法を検討した． 
(9) CT画像からのリンパ節の検出の研究では，U-Net をベースとしたディープラーニング
モデルを利用して Axial（断面）CT画像とそのスライス画像を用いてリンパ節部位 の検出
を高精度に行うための手法を研究した．リンパ節の検出精度を高めるとともに，リンパ節の
検出と転移有無の判定をU-Netをベースとしたモデルで同時に行う方法を検討した． 
(10) リンパ節の検出・分類においては、CT画像データからディープラーニングモデルでの
分類性能を評価したほか、U-Net ファミリーのモデルでセグメンテーションが可能なこと



から検出と分類を一つのモデルで同時に行う方法を開発した。 
(11) CT画像からMRI画像での分類を目的として，CT画像でラベル付けされたリンパ節の
アノテーションを Vision Transformerを用いて自動的に行うための研究を検討した．. 
(12) リンパ節画像の超解像を行うためのモデルを検討し，分類精度の向上を試みる方法を
検討した．ESRGAN，さらには Diffusion モデルを用いた超解像生成画像では精度向上を
行うための方法を検討した． 
(13) 細胞画像の認識では，核小体での判定のみならず，細胞核を精度よく検出するための
CNNモデルを研究し，Ladder Netによる検出手法を研究した．また，WRC Netのネット
ワークに Attention 機構を加えることで，ヒトの細胞画像からより高精度な細胞核の検出
を行う方法を研究した． 
(14) 細胞画像関係の研究ではWSI（Whole Slide Image）から腎臓細胞の糸球体を精度よ
くセグメンテーションする U-Net ベースの手法を検討し、比較的少ない画像枚数で効率よ
く糸球体を検出するMLP-UNet（Multi-Layer Perceptron U-Net）としてMLP-Mixerの
エンコーダを取り入れたモデルを検討、評価を行った。 
 
４．研究成果 
 
主な研究成果を以下に示す． 
(1) 内視鏡の近接フレームから血管を抽出し，グラフマッチングアルゴリズムを利用して特徴
点（対応点）の抽出精度を高める方法を開発した．下の図 1(グラフ A)と図 2(グラフ B)から図 3
のような特徴対応点を得る方法を示した． 
 
 
 
 
 
               図 1: グラフ A                              図 2: グラフ B 
 
 
 
 
 
 
 

図 3: 特徴点対応結果 
(2) 点光源照明と透視投影の仮定に FMM を拡張して，3 次元情報を得る方法を提案するととも
に，3次元情報も入力に加えて 4つの U-Net を組み合わせて検出結果を得る方法を発表した． 
 
 
 
 
 
       

図 4: 3 次元形状と元画像    図 5: 平坦型ポリープ候補検出結果 
 
(3) 血管が傾きのある内壁にある場合に，全体   表 1 反射係数推定および形状復元結果 
の 3次元形状を復元したのちに，形状復元に用 
いる部位の血管の微小領域を平面上になるよう 
に，天頂角と方位角を用いて補正し，反射係数 
C の精度を向上させ，ポリープの大きさ推定の 
精度を向上させる研究成果を得た．傾き補正し 
ない場合に比べて期待される結果が得られた． 
 
(4) Vision Transformer でのエッジ検出により血管の検出精度を向上させるとともに，ポリー
プとほぼ同じ奥行きにある血管の最も広い部位を円の拡大により検出し，ポリープのセグメン
テーションとともに大きさの推定精度を高めた． 
 
 
 
 
 
 
   図 6: 左から 元画像 マスク画像（正解） U-Net 検出結果 ViT 検出結果 



(5) MUNIT を用いて白色光源画像から NBI 画像を 
生成し，画像データセットを増やすことにより， 
ポリープの検出精度を向上させる方法を研究した． 
先行研究では 58 枚のテスト画像に対して Recall, 
Precision, F-measure が各々92.85%, 96.26%,  
94.53%であったのに対して，全て検出できた評価 
結果を示した． 
                       図 7: 白色光源画像（上）と NBI 生成画像 
 
(6) Pix2Pix を用いて内視鏡画像と相対的な 
奥行き分布を用いる・用いないでの生成画像 
の評価とともに，ポリープの付加された画像 
を増やすことで，学習データセットを増加す 
ることにより，ポリープの検出精度を向上さ 
せることを可能にする方法を示した．右図 5 
では左の生成画像は奥行き分布なしでの生成 
画像，右の生成画像は奥行き分布を付加した 
生成画像で右が自然な画像生成が出来ている． 図 8：奥行き分布なし・ありでの生成画像 
 
(7)大腸ポリープのサイズを推定する代わりに，0～5 mm、 
5～10 mm、10～14 mm および >=14 mm の 4 つのクラス 
に分類するディープラーニングベースのモデルを提案 
した。提案モデルは、4 つのバイナリ分類 CNN と XGBoost  
分類器で構成されている。個々のバイナリ分類器は、 
One vs. Rest 分類手法によって結合する．精度と F1 スコア 
の点で、それぞれベースラインモデルを 2.2% と 2.48% 上回 
った．先行研究のポリープサイズのバイナリ分類をマルチクラス 
分類により、より正確なポリープ サイズの範囲が可能となった． 
4 つの異なるバイナリ分類器は計算コストが高くなる一方で 
内視鏡診断検査ではより良い効果が期待できる． 
 
                                   図 9: バイナリ分類器 
 
(8) 内視鏡フードとポリープの画像を対象に一旦全てランバート化画像に変換する．そのうち，
フード部分を抽出し，点光源照明・透視投影の仮定により，反射係数 Cをフード部分の点の情報
から推定することで，フード内部に写っているポリープ画像の部分を対象に，FMM で形状復元を
行う手法を提案した．この手法では血管を用いることなく，フードの映り込みを利用して，対象
とするポリープの大きさ推定をするものであり，この手法の精度評価をシミュレーションによ
り行った．実画像の評価は多くのデータセットが直接的に利用できないことが課題である． 
 
 
 
 
 
図 10: 実画像ランバート化（フードの領域抽出）  図 11: ポリープ部分の形状復元結果 
 
(9)リンパ節候補の検出と偽陽性の削減の２段階で考え，第 1段階では、ResNet アーキテクチャ
を備えた修正 U-Net を用いて、リンパ節候補の可能性のある関心ボリューム (VOI) を生成し、
高い感度を実現した，第 2段階では、3次元 CNN 分類器を用いて、取得した候補リンパ節を処理
して偽陽性を削減する方法を提案した．3D VOI をさまざまな表現に分解しながら、様々なモデ
ルの分析を示した．精度
評価は縦隔データセッ
トと腹部データセット
でそれぞれボリューム
あたり 87%と 79% の感
度が得られ，3D CNN を
備えた修正 U-Net を用
いて、リンパ節検出の自
動化フレームワークを
開発した。 
 
図 12: (a) 元画像 (b) 真値 (c) 第 1 段階 (d) 第 2段階(赤 FP 削減) (e) 最終結果 

 



(10) これまで別々の手法を組み合わせる必要があったリンパ節の検出と分類の両方に、単一の 
U-Net ファミリーモデルを使用する新しい手法を提案した。実験の結果、3 つの入力スライスと 
4 層の深さを持つ U-Net を使用すると、先行研究の手法を使用して検出と分類のタスクを別々
に実行した場合と同レベルの検出精度を保ちながら、分類精度が向上することがわかった。提案
手法は分類が難しいリンパ節の検出が困難であるものの、検出されたリンパ節の分類精度は先
行の手法よりも向上した。 
 
(11) ResViT モデルの機能強化を用いて、MRI 合成 画像を生成するための研究を行った。CNN ベ
ースのエンコーダー・デコーダーアーキテクチャと、マルチスケールの Attention ベースの特徴
抽出ネットワークを備えた損失関数を導入し，リンパ節のアノテーションタスクや医療診断に
効率的な MRI 合成手法を提案した．ResViT ジェネレーターの損失項を最適化するとともに、リ
ンパ節の位置合わせを改善する ResViT モデルを提案した。今後の課題は、分類、アノテーショ
ン、セグメンテーションのタスクでクロスモダリティの可能性を示すことである． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 13: (a) Real CT (b) Real MRI (c) 従来の ResVit による合成 MRI (d) 提案手法合成 MRI 
 
(12) 超解像処理を行っていない画像，単に拡大をした画像，SRCNN で超解像した画像，
ESRGANで超解像した画像(Figure 12)を入力データとして学習とテストを行い，分類精度を
比較した．評価は層化 4 分割交差検証で行った．超解像手法を用いることでさらに Recall 
と F 値が向上しているため，超解像処理はリンパ節分類精度の向上に効果的であることが
示された． 
表 2: 超解像手法の違いによる分類結果の評価 
 
 
 
 
 
 

図 14: SRCNN と ESRGAN の画像の相違→ 
 

(13)細胞組織画像から細胞核を検出するために LadderNet を
用いて画像からランダムにパッチを抽出し, 学習 用データセッ
トとすることで少ない画像枚数での高 精度な検出ができた. ま
た, 2 つの U-Net の間にスキップ接 続を各層で繋ぎ, 情報を
渡す多くのパスを持つネットワークによって, より複雑な特徴
を学習することで U-Net より も高精度な細胞核の検出をする
ことができ, LadderNet による細胞核検出の有効性が確認でき
た.  
 
図 15: 細胞検出結果（赤は可検出，青は未検出，緑は予測結果と真値が一致した領域） 
 
(14) MLP-UNet（Multi-Layer Perceptron U-Net）を用いて、腎臓 WSI（Whole Slide Image）を
対象に糸球体のセグメンテーションを行う手法を提案した．ResMLP_UNet は、実質的に 20% 少な
いパラメータと事前トレーニングなしで、TransUNet(90.58%)の事前トレーニング済みアーキテ
クチャと同等の結果 (89.96%) を得ることができ、5分割交差検証で優れた Dice スコアを生
成、従来の U-Net よりも効率のよい学習を行うことを示した． 
 

表 3: モデルの違いによる 5分割交差検証の結果 
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Aili Wang, Liu Meihong, Dong Xue, Haibin Wu, Lanfei Zhao, Yuji Iwahori Vol.CN31-1690
 １．著者名

10.1007/978-3-030-79161-2_7

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Automatic Detection of LST-type Polyp by CNN using Depth Map

Handbook of Artificial Intelligence in Healthcare 177-196

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Yuji Iwahori, Shota Miyazaki, Hiroyasu Usami, M. K. Bhuyan, Boonserm Kijsirikul, Aili Wang,
Naotaka Ogasawara, Kunio Kasugai

-
 １．著者名

10.1016/j.procs.2021.09.004

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Automatic Generation of Polyp Image using Depth Map for Endoscope Dataset

Procedia Computer Science 2355-2364

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Haruki Yamane, Shinji Fukui, Yuji Iwahori, Hiroyasu Usami, M. K. Bhuyan, Naotaka Ogasawara,
Kunio Kasugai

Vol.192
 １．著者名

10.1016/j.procs.2021.08.143

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Construction of Attribute Dataset with SNS Mining for Generic Object Recognition

Procedia Computer Science 1401-1410

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Ryosuke Yamanishi, Yuki Mizoguchi, Yuji Iwahori Vol.192
 １．著者名



2021年

2021年

2022年

2022年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

10.11591/ijece.v12i4.pp4217-4227

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Coronavirus disease situation analysis and prediction using machine learning: A study on
Bangladeshi population

IJECE (International Journal of Electrical and Computer Engineering) 1-10

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Al-Akhir Nayan, Boonserm Kijsirikul, Yuji Iwahori Vol.12(4)
 １．著者名

10.3390/sym14020185

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
3D Texture Reconstruction of Abdominal Cavity Based on Monocular Vision SLAM for Minimally
Invasive Surgery

Symmetry 1-12

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Haibin Wu, Ruotong Xu, Kaiyang Xu, Jianbo Zhao, Yan Zhang, Aili Wang, Yuji Iwahori Vol.14(2)
 １．著者名

10.1016/j.patrec.2021.12.014

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
An Unsupervised Approach of Colonic Polyp Segmentation using Adaptive Markov Random Fields

Pattern Recognition Letters 7-15

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Pradipta Sasmal, Manas Kamal Bhuyan, Soumayan Dutta, Yuji Iwahori -
 １．著者名

10.1109/ACCESS.2021.3126835

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Extraction of Key-frames of Endoscopic Videos by using Depth Information

IEEE Access 153004-153011

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Pradipta Sasmal, Avinash Paul, M. K. Bhuyan, Yuji Iwahori, Kunio Kasugai -
 １．著者名



2022年

2022年

2021年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.3156/jsoft.32.5_860

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
クラスタリングを用いた生活パターン推定による聴導犬ロボットの効率的ユーザ探索

知能と情報, 日本知能情報ファジィ学会誌 860-865

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
酒井 誠也, 古田 翔太郎, 中村 剛士, 加納 政芳, 山田 晃嗣, 岩堀 祐之, 福井 真二 Vol.32 (5)
 １．著者名

10.48550/arXiv.2107.00005

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Extraction of Key-frames of Endoscopic Videos by using Depth Information

arXiv preprint arXiv:2107.00005 1-10

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Pradipta Sasmal, Avinash Paul, M. K. Bhuyan, Yuji Iwahori -
 １．著者名

10.1007/s11760-022-02195-2

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A saliency map-guided shape compactness for segmentation of polyps in colonoscopy images

Signal, Image and Video Processing, Springer 1-7

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Pradipta Sasmal, Manas Kamal Bhuyan, Yuji Iwahori -
 １．著者名

10.3390/sym14030614

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Semantic SLAM Based on Deep Learning in Endocavity Environment

Symmetry 1-13

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Haibin Wu, Jianbo Zhao, Kaiyang Xu, Yan Zhang, Ruotong Xu, Aili Wang, Yuji Iwahori Vol.14(3)
 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

10.1016/j.procs.2020.09.292

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Walking Cycle and Walking Phases Extraction from Videos using Transfer Learning

Procedia Computer Science, Elsevier 2695-2704

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Insaf Setitra, Yuji Iwahori, Abdelkrim Meziane Vol. 176
 １．著者名

10.1016/j.procs.2020.09.325

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Colorectal Polyp Classification Based On Latent Sharing Features Domain from Multiple Endoscopy
Images

Procedia Computer Science, Elsevier 2507-2514

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Hiroyasu Usami, Yuji Iwahori, Yoshinori Adachi, M. K. Bhuyan, Aili Wang, Satoshi Inoue,
Masahide Ebi, Naotaka Ogasawara, Kunio Kasugai

Vol. 176
 １．著者名

10.1016/j.procs.2020.09.215

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Automatic Construction of Dataset with Automatic Annotation for Object Detection

Procedia Computer Science, Elsevier 1763-1772

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Naoki Watanabe, Shinji Fukui, Yuji Iwahori, Yoshitsugu Hayashi, Witsarut Achariyaviriya,
Boonserm Kijsirikul

Vol. 176
 １．著者名

10.1016/j.procs.2020.09.214

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Graph Matching Approach between Endoscope Images for Non-Rigid Motion using Blood Vessel
Structure

Procedia Computer Science, Elsevier 1754-1762

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Shun Emoto, Yuji Iwahori, Kenji Funahashi, Hiroyasu Usami, Naotaka Ogasawara, Kunio Kasugai Vol.176
 １．著者名



2020年

2020年

〔学会発表〕　計69件（うち招待講演　2件／うち国際学会　32件）

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

IWANN 2023（国際学会）

ISCSET 2023（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Naohiro Ishii, Kazunori Iwata, Yuji Iwahori, Tokuro Matsuo

Md Abdur Rouf, Qing Wu, Xiaoyu Yu, Yuji Iwahori, Haibin Wu and Aili Wang

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

Comparison of Fourier Bases and Asymmetric Network Bases in the Bio-inspired Networks

Real-time Vehicle Detection, Tracking and Counting System Based on YOLOv7

 １．発表者名

 １．発表者名

10.1109/ACCESS.2020.3039211

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
LiDAR Data Classification Based on Improved Conditional Generative Adversarial Networks

IEEE Access 209674-209686

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Aili Wang, Dong Xue, Haibin Wu, Yuji Iwahori Vol. 8
 １．著者名

10.37188/CO.2020-0073

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
X-ray security inspection images classification combined octave convolution and bidirectional
GRU

Chinese Optics 1138-1146

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Hai-bin Wu, Xi-ying1 Wei, Aili Wang, Yuji Iwahori Vol. 13
 １．著者名



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

ISCSET 2023（国際学会）

ISCSET 2023（国際学会）

MIRU 2023

2023年度 電気・電子・情報関係学会東海支部連合大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Zhiyan Zhou, Xiaoyu Yu, Yuji Iwahori, Qing Wu, Haibin Wu and Aili Wang

Huaming Zhou, Xiaoyu Yu, Qing Wu, Yuji Iwahori, Haibin Wu and Aili Wang

菊地遼, 岩堀祐之, 舟橋健司, 小笠原尚高, 春日井邦夫

鈴木康介, 岩堀祐之, 舟橋健司，大内晶, 清水泰博

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

内視鏡フード画像からのポリープの形状及び大きさの推定

リンパ節のがん転移分類の精度向上のための追加情報の検討

 ４．発表年

Intelligent Identification of Road Cracks Based on Improved YOLOv5

Design and Implementation on Multi-Function Smart Wheelchair

 １．発表者名

 １．発表者名



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

2023年度 電気・電子・情報関係学会東海支部連合大会

IEEE TransAI 2023（国際学会）

第78回日本大腸肛門病学会学術集会

VSIP 2023（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Zeyu Hu, Jingfang Wei, Yunyi Zuo, Kaiyang Xu, Yuji Iwahori, Aili Wang

 ３．学会等名

伊藤優一, 岩堀祐之, Insaf Setitra，春日井邦夫

Souraja Kundu, Yuji Iwahori, M. K. Bhuyan, Manish Bhatt, Akira Ouchi, Yasuhiro Shimizu

大内晶，岩堀祐之，鈴木康介，舟橋健司，福井真二，小森康司，木下敬史，佐藤雄介，清水泰博

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

NBI 内視鏡画像からのポリープの形状復元手法

Improved Residual Vision Transformer for CT to MRI Translation

超解像と3次元形状化による直腸癌リンパ節転移診断能向上の試み

Interactive Intelligent 3D Surveying Vehicle Based on Deep Learning

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第21回情報学ワークショップ(WiNF 2023)

第21回情報学ワークショップ(WiNF 2023)

VSIP 2023（国際学会）

VSIP 2023（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Enyan Zhang, Yunhong Yang, Yanxiang Feng, Zeyu Hu, Aili Wang, Yuji Iwahori

Rouf Abdur, Yuji Iwahori, Haisong Chen, Aili Wang

鈴木康介，岩堀祐之，舟橋健司，大内晶，清水泰博

王奕童，岩堀祐之，舟橋健司，小笠原尚高，春日井邦夫

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Dangerous Goods Detection in X-ray Security Inspection Images Based on Improved YOLOv7

A Novel Approach for Concrete Crack and Spall Detection Based on Improved YOLOv8

リンパ節のがん転移分類に有効な超解像手法の検討

内壁が水平でない場合の内視鏡画像からの血管の幅推定手法

 ３．学会等名



2023年

2023年

2024年

2024年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第21回情報学ワークショップ(WiNF 2023)

第21回情報学ワークショップ(WiNF 2023)

日本消化管学会総会学術集会

知能情報ファジィ学会東海支部 第55回東海ファジィ研究会 (ヒマ研2024)

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

田村泰弘, 加藤真子, 加藤綾, 高山将旭, 加藤駿介, 小野聡, 吉峰尚子, 越野顕, 山本和弘, 杉山智哉, 足立和規, 山口純治, 井澤晋也,
海老正秀, 小笠原尚高, 佐々木誠人, FranchisSaikia, M.K.Bhuyan, 岩堀祐之, 春日井邦夫

伊藤優一, 岩堀祐之, 小笠原尚高, 春日井邦夫

牧村祐希，SAIKIA Franchis，岩堀祐之，田村泰弘，小笠原尚高，春日井邦夫

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

大腸内視鏡画像を用いた人工知能（AI）画像モデルによる過敏性腸症候群（IBS）診断の可能性についての検討

NBI内視鏡画像からのポリープの形状復元

内視鏡画像の過敏性腸症候群（IBS）のAI分類

画像処理を用いた作業員の危険動作認識と機械事故防止のための支援システムの研究

 １．発表者名

 １．発表者名
橋爪渉，宇佐美裕康，野口友佑，土田浩之，岩堀祐之



2024年

2024年

2022年

2022年

 ３．学会等名
IIAI AAI 2022 (SCAI 2022)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

知能情報ファジィ学会東海支部 第55回東海ファジィ研究会 (ヒマ研2024)

 ２．発表標題

 ２．発表標題

福岡玲也, 富成啓希, 宇佐美裕康, 岩堀祐之

Kosuke Suzuki, Yuji Iwahori, Kenji Funahashi, M. K. Bhuyan, Akira Ouchi and Yasuhiro Shimizu

Insaf Setitra, Rym Khettab, Sara Anfel Bouachat, Yuji Iwahori, Abdelkrim Meziane

Yuji Iwahori, Shun Emoto, Kenji Funahashi, M. K. Bhuyan, Aili Wang, Kunio Kasugai

 ３．学会等名

ICIPRoB 2024（国際学会）

KES SDF 2022 (Smart Digital Futures), InMed-033, pp.1-10, 2022（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

画像生成 AI を対象とした目的指向型プロンプト文の検討

Data Augmentation Method for Classification of Lymph Node Metastasis using Diffusion Model

3D Convolutional Neural Network for Covid assessment on CT scans

Recovering Shape and Size from a Single Endoscope Image using Optimization

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

電子情報通信学会東海支部学生会講演会 (IEEE名古屋支部)（招待講演）

IEEE IGARSS 2022（国際学会）

IEEE IGARSS 2022（国際学会）

岩堀祐之

Aili Wang, Chengyang Liu, Huaming Zhou, Yingluo Song, Haibin Wu, Yuji Iwahori

Aili Wang, Shuang Xing, Meixin Li, Yunhong Yang, Shanshan Ding, Haibin Wu, Yuji Iwahori

鈴木康介, 岩堀祐之, 舟橋健司, M. K. Bhuyan, 大内晶, 清水泰博

MIRU 2022（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

医用画像診断支援、生活環境評価のためのコンピュータビジョンとその応用

Cross-scene hyperspectral image classification based on feature learning

Collaborative Classification of Hyperspectral and LiDAR Data Based On Dual-Branch Convolutional Neural Network

単一U-NetモデルでのCT画像からのリンパ節検出と転移有無分類

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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